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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン1サイトカインファミリーのメンバーです。この遺伝子と他の8つのインターロイキン1ファミリー遺伝子は、2番染色体上にサイトカイン遺伝子クラスターを形成します。このサイトカインは、インターロイキン1ファミリーメンバーのネットワークに関与し、適応免疫応答および自然免疫応答を制御すると考えられています。同じタンパク質をコードする2つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：可溶性IL-1受容体1型に結合する。,オンライン情報：インターロイキン-1エントリー,類似性：IL-1ファミリーに属する。,組織特異性：胎児の皮膚、脾臓、扁桃腺に発現する。主に皮膚の基底上皮と扁桃腺の増殖性B細胞に発現する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	IL1F10抗体を用いたマウス腎臓、マウス心臓、マウス脳、マウス脾臓、ラット脾臓のウェスタンブロット解析。抗体は1:2000に希釈。二次抗体は1:20000に希釈。
	

	パラフィン包埋ヒト脾臓の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された

